







　　　　　　　　　 奥羽大 ・歯 ・口腔病態解析制御3)
【緒　言】エナメル上皮腫は歯原性腫瘍の中で最
も発生頻度の高い良性腫瘍 とされている。治療方



























いことが分かる。 しか し顎切除を施行 した症例で
は,咬 筋表面筋電図の振幅は著 しく低下 し,咬合
力が顕著に低下す ることが報告されている。同様
に咀嚼能率 ・発音機能 ・審美性についても顎骨保





る摘出開窓術 を施行 したが,今 後慎重な経過観察
が必要である。
【結　語】今回われわれは広範な下顎エナメル上
皮腫に摘出開窓術を適用し,良好な結果を得たの
で報告 した。
